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4.最適設計風速の評価

配電設備の期待初期建設費には電柱自体の費用の

他,配電線,柱上機器,電柱設置費も含まれる。設計風

速 40m/sの配電設備の初期建設費は電柱自体の費用

とその他の費用はそれぞれ 10万円と40万 円と仮定し

た。また期待再建費は初期建設費に被害電柱の撤去

費用などが加算される。本研究では台風0314号の時に

実際に掛かった費用から期待再建費を求めた。

表 1設計風速別の期待初期建設費と期待再建費
設計風速

電柱のコスト比 1.00 1.27 1.56 1.89 2.25

電柱費用 15.6 22.5

期待再建費 C 67.0(電柱費用を除く)
期待初期建費Cr 40.0(電柱費用を除く)

表 1には設計風速別期待初期建設費と期待再建費

を示す。電柱の設計風速が高くなるにつれ,電柱自体

の費用を高くなるように設定した。電柱にかかる荷重が

風速の 2乗に比例することから,電柱自体の費用は耐
風速の 2乗に比例すると仮定し,その他の費用は設計

風速によらず一定とした。図 2には島のある地点に設置

した電柱の設計風速別期待総建設費を示す。この図か

ら,初期建設費は設計風速の増加につれ増大し,期待

再建費は反対に減少することが分かる。この地点では

設計風速 49m/sにおいて期待総建設費が最小となる。

＼

設計風速 (m/s)

図 2設計風速別期待総建設費

図 3には設計風速を 40m/sか ら 60m/sまで 5/ms

刻みで変化させた場合に宮古島における全電柱の期

待総建設費を示す。この図から設計風速 45m/sの電

柱を採用した場合は島内全電柱の期待総建設費が最

小となることが分かる。

設計風速 (m/s)

図 3設計風速別の島内全電柱の期待総建設費

図 4に は島内電柱毎の最適設計風速を示す。この

図から平良市の市街地では最適設計風速が低く,郊
外や海岸部では高くなつていることが分かる。
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図 4島内電柱毎の最適設計風速の分布

5.ま とめ

本研究では台風シミュレーションにより島内電柱毎の

ハザード曲線を作成し,設計風速別の損傷度曲線とあ

わせて,期待総建設費最小化原則に基づき電柱毎の

最適設計風速を求めた。宮古島の場合には設計風速

45m/sの電柱を用いる場合,島内全電柱の期待総建

設費が最小となることが分かった。
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